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研究成果の概要（和文）：本研究では，運動介入により期待値以上に体重が減った群と期待値未満だった群に対象者を
二分し，(1)介入前の食欲抑制ホルモンに群間差がみられるか，(2)介入中の食欲抑制ホルモンの変化に群間差がみられ
るかについて検討した．3ヵ月間の運動介入により，対象者の体重は有意に減少し（-2.4 ± 3.2 kg），中高強度身体
活動時間は有意に増加した（+183 ± 107 分/週）．しかし，(1)介入前の食欲抑制ホルモンおよび，(2)介入中の食欲
抑制ホルモンの変化に有意な群間差はみとめられなかった．

研究成果の概要（英文）：Overweight or obese Japanese who participated in exercise intervention trial were 
classified as responders or non-responders based on whether they meet an expected amount of weight loss. 
The aims of this study were (1) to compare blood levels of appetite-suppressing hormone between 
responders and non-responders at baseline, and (2) to compare the exercise-induced changes in 
appetite-suppressing between the two. The mean changes in body weight (-2.4 ± 3.2 kg) and 
moderate-vigorous physical activity (+183 ± 107 min/wk) were significant (P < 0.05). However, (1) 
appetite-suppressing hormone at baseline and (2) their changes during exercise intervention did not 
differ between responders and non-responders. These findings suggest that baseline levels and its 
response of appetite-suppressing hormones may not predict exercise-induced weight loss.

研究分野： 応用健康科学
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 運動は減量や体重管理の有効な手段とし
て，世間一般のみならず，専門家らにおいて
も広く受け入れられている．しかし，運動を
開始しても体重減少が期待値に到達しない
こともめずらしくなく
ースも見られる．
よ り 得られ た 体重減 少 が期待 値 通 り
（Responder: R
かにより対象者を二分して検討し，
いて食事摂取量が増加していたことを報告
した．この報告から，運動介入により食欲の
変化が生じ，その反応が減量の失敗につなが
ること，またこのような反応はすべての対象
者に起こるとは限らないことが示された．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 筆者
た肥満男性を対象とし，運動介入と食事摂取
量変化の関係
食事摂取量の制限方法を習得した後であっ
ても，運動介入により食事摂取量が増加する
者が存在しており，運動介入刺激が食欲の
化に及ぼす影響は非常に強いことが示唆さ
れた．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 中・長期間の運動介入が食欲や食事摂取量
に及ぼす影響の違いは，
で指摘されているものの，先行研究では
環境下における
検討に留まっており，
学的な要因を詳細に検討した報告はみられ
ない．
 他方，一過性運動と食欲および食事摂取量
の変化については，食欲抑制ホルモンの変化
に起因すること
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教室での運動を含め，対象者個人の運動実践

録を，運動日誌に記入するよう求めた．
対象者には，介入中も介入前の食習慣を継続

），最大
酸素摂取量，および食欲抑制ホルモンとして

身体活動
vigorous 

，およびエネルギー摂
週目を分析

以下に，主な分析項目の詳細について説明



①PYY 
 EDTA 採血管に採取した血液サンプルは，
遠心分離により血漿を分離し，-80℃で凍結保
存した．その後，EIA 法（Human PYY; 矢内
原研究所社製）を用いて PYY を測定した． 
 
②身体活動量および MVPA 
 1 軸加速度計（Lifecorder EX, Lifecorder GS, 
および Lifecorder PLUS; いずれもスズケン社
製）を用いて，介入前 2 週間と介入 9〜12 週
目の身体活動量および MVPA を測定した．加
速度計は起床から就寝まで，入浴時を除き常
時腰部に装着するよう求めた．加速度計が反
応する活動強度 0〜9 のうち，強度 4〜9 を
MVPA とした 8, 9．身体活動量および MVPA
の算出は，平日の 1 日平均値，休日の 1 日平
均値を求めた後，平日平均値×5 日＋休日平
均値×2 日の計算式で求めた．1 日の装着合
計時間が 10 時間に満たない日，研究対象者
説明会日および介入前後の体力測定日は分
析対象から除外した． 
 
③エネルギー摂取量 
エネルギー摂取量は，介入前 1〜2 週間と介
入 9〜10 週目の期間を対象とし，3 日間の食
事記録により調査した．調査日は休日 1 日，
平日 2 日の 3 日間とし，可能な限り普段の日
常生活を代表するような日を選ぶように指
示した．エネルギー摂取量の分析は，熟練し
た管理栄養士が担当した． 
 
４．研究成果 
（1）結果の概要 
 介入前の PYY およびその他の測定項目に
おいて，有意な群間差はみとめられなかった． 
 R 群は介入により体重および体脂肪率が有
意に減少した．NR 群は体重および体脂肪率
に有意な変化がみとめられなかった．介入に
より，NR 群の PYY は有意に増加した．エネ
ルギー摂取量は，両群とも有意な変化はみと
められなかった．身体活動量，MVPA および
最大酸素摂取量は介入を通して両群とも有
意に増加した． 
 
（2）まとめ 
 3 ヵ月間の運動介入により，対象者の体重
は有意に減少し，身体活動量および MVPA は
有意に増加した．介入中の運動量から算出し
た減量期待値により，対象者を二分し，1）
介入前の食欲抑制ホルモンに群間差がみら
れるか，2）介入中の食欲抑制ホルモンに群
間差がみられるかについて検討したが，1）
介入前の食欲抑制ホルモンに群間差はみと
められず，2）介入中による食欲抑制ホルモ
ンの変化は NR 群のみ有意に増加した． 
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